
 

 

 

日本における大腿骨骨頭軟骨芽細胞腫の外科的治療 

 

 

１．研究の対象 

1980年 1月 1日 ～ 2019年 3月 31日までに骨軟部肉腫治療研究会に参加している施

設の患者さんの中で，大腿骨骨頭軟骨芽細胞腫と診断された方が対象です。また，ご自

分がこの研究の対象になっているかお知りになりたい方についても，お調べしお答えい

たします。 

 

２．研究目的・方法 

腫瘍再発や機能障害の実際の発生頻度などの治療の実情・問題点を明かとし、その危

険因子を明かにすることを目的とします。この研究では各種画像検査や診療記録のデー

タなどを、匿名化した状態で調査を行い解析します。この研究の期間は2020年6月30日

までの予定です。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

初回治療（手術）年、初回治療（手術）時年齢、性別、骨成熟度（大腿骨頭骨端線閉鎖

の有無、Risser分類）、初診時症状（疼痛、可動域制限）、腫瘍の X線所見（Campanacci

分類）、腫瘍の MRI所見（動脈瘤様骨嚢腫変化）、腫瘍の最大径、腫瘍局在、生検の有

無と方法、手術時のアプローチ、アプローチ選択の理由、股関節脱臼の有無と方法、補

助的治療の有無、腫瘍切除の程度（肉眼的腫瘍残存の有無）、骨欠損部の補填方法、腫

瘍同定のための補助ツール、経過観察期間、再発・再発に対する手術の有無とその詳細、

骨頭壊死 (ON) ・変形性股関節症 (OA) の有無、最終経過観察時機能、腫瘍局在に関す

る図示 

 

４．外部への試料・情報の提供 

集めた情報は匿名化を行い提供します。データセンターへのデータの提供は、特定の関係

者以外がアクセスできない状態で行います。結果は、整形外科または腫瘍関連学会におい

て発表し論文発表される予定です。公表については個人を特定できないような形でおこな

います。個人の検査結果等に関する開示は行わない予定です。診療情報の利用について希

望されない場合は、その方のデータを本研究から除外して研究を行います。 

 

５．研究組織 

【グループ研究代表者】 

    所属：特定非営利活動法人骨軟部肉腫治療研究会 



 

 

 

（Japanese Musculoskeletal Oncology Group; JMOG） 

職名：代表幹事  

氏名：上田 孝文 

【研究代表者・研究事務局】 

埼玉医科大学国際医療センター 骨軟部組織腫瘍科・整形外科 今西淳悟 

【参加施設】 

JMOG参加施設 

【本学における研究代表者】 

    所属：杏林大学医学部整形外科学 

職名：臨床教授 

氏名：森井健司 

 

骨軟部肉腫治療研究会（Japanese Musculoskeletal Oncology Group: JMOG）について 

JMOG は、希少がんである骨・軟部肉腫の多施設共同研究推進・支援を目的とした活動を行

う NPO（特定非営利活動法人）です。本研究は JMOGの研究組織を用い、JMOGの定める諸規

約に従って行われます。 

特定非営利活動法人骨軟部肉腫治療研究会 

事務局 〒540-0006大阪市中央区法円坂２－１－１４ 

国立病院機構大阪医療センター 整形外科 

TEL：06-6942-1331（内線）2502 

FAX：06-6946-3607 

E-mail：info@jmog.jp  

Home page：http://www.jmog.jp/ 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。この場合も患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

本学における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  森井健司 

杏林大学医学部 整形外科学 

〒181-8611 東京都三鷹市新川６－２０－２ 

http://www.jmog.jp/


 

 

 

TEL： 0422-47-5511 FAX番号 0422-48-4206 


